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 まずは、第一四半期決算と通期業績予想です。 
 
 4ページをご覧ください。 
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 最初に、第1四半期決算の全体状況をお話しします。 

 

 受注高については、対前年同期比で＋841億円と大幅増を達成しました。 

 

 一方、売上高については、ほぼ前年並み、利益については前年の水準を大きく割り込み、 

減益となりました。 

 

 それぞれの増減理由については、セグメント別にご説明いたしますので、 

 5ページをご覧ください。 
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 まずは受注高です。今回の決算ご報告にあたっての１つ目のポイントになります。 

 受注高については、全てのセグメントで前年を上回ることができました。 

 

 パブリック＆フィナンシャル,Ｐ＆Ｆにおいては、昨年からの反動減となった要素もありましたが、 

既存の大規模システムの更改受注などによって193億円の増加となりました。 

  

 エンタープライズＩＴサービス,Ｅ-ＩＴにおいても反動減要素はありましたが、 

既存システムの保守・運用サービスの受注獲得などによって209億円の増加となりました。 

  

 ソリューション＆テクノロジー,Ｓ＆Ｔは、既存子会社における受注増が寄与して 

30億円の増加です。 

  

 グローバルビジネス,ＧＢは、後ほど主な取り組みとして１つ受注案件のご紹介をいたしますが、 

北米における新規受注の獲得などにより、現地通貨ベースで増加となっております。 

また、円安による為替影響も加わり、408億円の増加となりました。 

 

 中期経営計画で取り組んでおりますリマーケティング戦略や、グローバル戦略により、 

既存のお客様からの受注深掘りや、新規お客様の開拓といった成果が出てきており、 

受注については非常に順調な伸びを示すことができていると思います。 

 

 続いて6ページをご覧ください。 
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 売上高については、ＧＢ、Ｓ＆Ｔが増収となった一方、Ｅ-ＩＴ、Ｐ＆Ｆが減収となりました。 

 

 ＧＢについては、円安による為替影響も大きいですが、北米を中心として、現地通貨ベース 

でのオーガニックグロースも達成しております。 

  

 Ｅ-ＩＴやＰ＆Ｆにおいては、いずれも既存システムに関する売上減少が発生しておりますが、 

これらは通期の業績予想に織り込み済みの減収要素であり、進捗としては予定通りです。 

 

 続いて7ページをご覧ください。 
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  次は、営業利益のご説明になります。今回の決算の２つ目のポイントになります。 

  営業利益については、Ｅ-ＩＴの減益が、最も大きな変動要素です。 

  

 Ｅ-ＩＴは、売上減による粗利益の減少の他、不採算プロジェクトの発生により、 

▲65億円の減益となりました。 

  

 売上減の影響については、先ほどご説明した通り、業績予想に織込済の要素ですので、 
当社としては想定通りでしたが、不採算の金額については、過去の第1四半期と比較しますと
大きいと認識しております。 

  

 今回の不採算額については、全社で53億円になりましたが、その大部分がＥ-ＩＴの当社単体
で発生しました。 

 不採算プロジェクトの概要ですが、当社にとって今まで経験のない業務領域を担うシステム
の開発です。いわゆる新規案件ということになります。 

 プロジェクトがテスト工程まで進んだ際、仕様齟齬やシステム機能の不足が明らかとなり、 
予定よりも原価が増加したため、不採算化しました。 

 現在、スケジュールを延期し、引き続きサービス開始に向けて取り組んでいる所でもあり、 
追加の赤字が発生する可能性はゼロだ、と言い切れない状況ですが、今後に向けては、  
赤字額を最小限に食い止めるべく、管理徹底を行うなど、最大限努力していきます。 

 

 Ｐ＆Ｆについては、売上減による粗利益の減少により、減益となりましたが、          
こちらは業績予想に織込済です。 

 

 ＧＢについては、カッコ内に記載のあります、のれん償却費除きの数値では、ほぼ前期並み
の水準となりました。北米は増収に伴い増益となっておりますが、欧州は厳しい事業環境が 
継続しており、利益も厳しい状況です。           
引き続き、好調な北米などで欧州の業績をカバーしていきたいと思います。 
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 続きまして。8ページは営業利益の単体、グループ会社別になります。 

 

 今回の決算における主な減益要素は、Ｐ＆ＦとＥ-ＩＴにおける減収影響と、 

不採算の金額増加ですが、これらはいずれも当社において発生しております。 

  

 よって、ご覧のとおり、当社単体は大幅減益となっておりますが、 

グループ会社については、ほぼ前期並みの水準です。 

 

 続いて9ページをご覧ください。 
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 こちらのスライドはセグメント利益、税金等調整前純利益になります。 

 

 今回は各セグメントにおいて、営業外や特別損益の増減要素は特にありませんでしたので、 

増減の大部分は営業利益の影響です。 

 

 なお、全社では、円安による為替差益の発生などにより、 

 営業外損益が23億円改善しております。 

 

 以上が、第1四半期の決算に関するご説明になります。 

 

 続きまして、10ページをご覧ください。 
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 通期の業績予想についてご説明いたします。 

 

 第1四半期決算は、不採算の金額が前年に比べ大きくなっていることもあり、 

減益となりましたが、現時点の不採算額は前年通期とほぼ同レベルですので、 

通期業績については、5月に発表した予想値を変更せず、引き続き目標にしていきたいと 

考えております。 

 

 通期業績予想達成に向けては、受注が好調に推移しておりますので、 

まずはトップラインを確実に伸ばしていきたいと思います。 

  

 またコスト削減にも引き続き取り組み、 

不採算の金額についても出来る限り増加させないよう、最大限努力していきたいと思います。 

 

 業績数値に関するご説明は以上です。 
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 続きまして、最近の事業環境と当社の取り組み事例について、ご説明いたします。 
 
 12ページをご覧ください。 
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 まず、Ｐ＆Ｆの事業環境になります。 

 

 公共分野については、政府のＩＴ投資拡大が期待されていますが、当社としては、 

引き続きその動向を注視している状況です。 

 

 金融分野については、景気回復の流れを受けて、新規分野への投資増が期待されます。 

  

 例えば、大手銀行ではＩＴ投資拡大に向けた動きも見受けられます。地方銀行においては 

コストダウン意欲は依然高いですが、システム共同化のニーズが、顧客情報管理などの 

戦略システムへも広がりを見せる可能性があります。 

 

 13ページをご覧ください。 

 

12 



 続いて、Ｅ-ＩＴの事業環境です。 

 

 大企業を中心に景況感は好転しつつありますが、ＩＴ投資に対する慎重姿勢が残っている 

部分もあり、以前、投資拡大となるかは不透明です。 

  

 特にテレコム業界では、既存のＩＴ領域における競争が激化しており、コスト削減要求は 

より強くなっています。 

 

 一方、製造業や流通業、サービス業においては、海外進出企業におけるグローバル対応の 

ためのＩＴ投資需要は顕在化しています。また、ユーティリティ業界においてもＩＴ投資の増加が 

期待できます。 

 

 Ｓ＆Ｔの事業環境については、引き続き堅調な状況です。 

 お客様のグローバル進出対応として、最近はネットワークビジネスにも広がりが見えつつ 

あります。 

 

14ページをご覧ください。 
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 続いて、グローバルビジネスの事業環境です。 

 

 北米については、連邦政府の強制歳出削減による影響が依然不透明ではありますが、 

ＩＴ投資需要も含めた経済全体は底堅い動きになっています。 

 

 一方、ＥＭＥＡ、特に欧州については、景気回復の見通しが立っておらず、ＩＴサービス市場に 

ついても、金融分野のみならず、製造業や公共分野でもコストプレッシャーが強く、 

厳しい状況です。 

 

 また、ソリューションズと記載されているのは、ＳＡＰビジネスを担う当社グループ会社群 

になりますが、こちらのＩＴサービスマーケットは全体的に堅調に伸びております。 

 

 引き続き、市場やお客様の動向を敏感に捉えて、リマーケティング戦略やグローバル戦略を 

徹底して進めていきたいと思います。 

 

 15ページをご覧ください。 
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 最後に、直近3か月間の当社の主な取り組みをご紹介します。 
 
 まず、Ｐ＆Ｆにおいては、金融分野における顧客基盤や業務ノウハウを保有した 
株式会社ＤＡＣＳの子会社化や、地方銀行様向けの更なるサービス拡大を行いました。 
 サービスやソリューションラインナップの拡充などによって、銀行分野を中心とした事業拡大 
を更に推進していきます。 
 
 次に、Ｅ-ＩＴにおいては、東京電力様のスマートメーター運用管理システムに関する基本合意
や、 
中国版簡易ブログ「ウェイボー」の独占的なデータ提供を開始しました。 
 
 エネルギーの効率的な利用をＩＴで実現したり、ソーシャルデータ・ビッグデータを活用した 
新しい価値創造を実現することにより、新たなＩＴサービスマーケットの創出を進めていきます。 
 
 16ページをご覧ください。 
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 続いて、Ｓ＆Ｔにおいては、スマートフォンの私用・業務モードの自動切り替え技術の開発や、 
ビッグデータビジネス推進室、グループ３社を統合したＮＴＴデータ・スマートソーシングの設立 
といった組織体制の強化を図りました。 
 先進技術の開発、活用を通じて、リマーケティング戦略を更に推進していきます。 
 
 最後に、グローバルビジネスおいては、米国でのテキサス州交通局とのパートナーシップ 
契約の締結や、ドイツitelligence社の100％子会社化を行いました。 
  
 テキサス州交通局の受注獲得にあたっては、２つの成功要因がありました。 
 
 一つは当社グループの持つアプリケーション保守管理のメソドロジーと、その実績が 
評価されたこと。もう１つは、 Dimension Dataとの協業により、お客様の総合的なアウトソーシ
ングニーズに十分対応できたことです。 
 
 今後も、グローバル戦略を進め、このような実績を更に増やしていきます。 
 
 このように、中期経営計画に基づく施策の成果として、ビジネス拡大の取り組み事例を 
いくつもご報告できるようになってきております。 
 
 今回の決算では、不採算案件の影響により減益となってしまいましたが、管理徹底を行うと 
ともに、事業成長に向けた施策は引き続き積極的に進めていき、目標達成を目指して行きた 
いと思います。 
 
 以上で私の説明は終了いたします。どうもありがとうございました。 
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